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論文内容の要旨

本論文は， HT80鋼を対象とし，大入熱溶接部の靭性におよぼす島状マノレテンサイト組織(以下M­

A組織)の影響について詳細な検討を行い，さらにM-A組織の生成が溶接部の破壊発生，伝播におよ

ぼす影響および靭性を劣化させる原因について 定量的考察を加えることを目的として研究した結果に

ついて記述したもので，緒論および本編の 6 章からなっている口

まず緒論では，従来の研究状況について調査を行うとともに，本研究の目的および研究方針について

述べている。

第 1 章では，大入熱溶接時の溶接熱影響部(以下溶接HAZ) 全域で、の靭』性について，冶金学的見地

より検討し，その領域での靭性支配因子のうち特にM-A組織の影響がその劣化に極めて大きい影響を

およぼすことを明らかにしている。

第 2 章では，第 l 章で得られた靭性支配因子としてのM-A組織が靭性におよぼす影響をさらに詳細

に検討するためのモデル実験を行い 溶接HAZ の靭性に対するM-A組織および他の靭性支配因子の

寄与度を求め， M-A組織の寄与度が圧倒的に高いことを明らかにしている。

第 3 章では，溶接金属および多層溶接時に形成される溶接金属内HAZ の靭性について検討し，この

領域での靭性におよぼすM-A組織の影響を明らかにしている。そして以上の実験結果から HT80鋼に

大入熱溶接を実施した場合，溶接HAZ ，溶接金属および溶接金属内HAZで生じる靭性劣化は，主lと

M-A組織の生成によるものであることを明らかにしている。

第 4 章では，大入熱溶接時の靭性劣化の最も著しかった溶接部HAZ組粒部について，破壊発生，伝

播におよぼすM-A組織の影響およびM-A組織による劣化の原因について，定量的な考察を加え， M
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-A組織の生成による靭性劣化は M-A組織とフェライト・マトリックスとの界面でへき開破壊が発

生，伝播しやすいためであり，靭性改善には基本的にはM-A組織の生成量の低減が有効と考えられる

乙とを示している口

第 5 章では，第 4 章で得られた知見をもとに， HT80鋼の大入熱溶接HAZ粗粒部の靭性改善に対す

る M-A組織の生成量低減の有効性について実証的に検討し，前章の考察を裏付けている。

第 6 章では，本研究で得られた主要な結論を総括している D

論文の審査結果の要旨

本論文は， HT80鋼を対象とし，大入熱溶接部の靭性におよぼすM-A組織の影響について詳細な検

討を行い，さらにM-A組織が溶接部の破壊発生，伝播におよぼす影響および靭性を劣化させる原因に

ついて，定量的考察を加えることを目的として行われた研究成果をまとめたもので，得られた主な知見

は次のごとくである。

(1) 大入熱溶接時の溶接HAZ全域での靭性の変化，特にその劣化について，冶金学的見地より検討し，

その領域での靭性支配因子のうち 特にM-A組織の影響が大であることを明らかにしている。

(2) M-A組織をふくめた溶接HAZ靭性支配因子の靭性劣化に対する寄与度を定量的に明らかにする

ためのモデル実験を行い たとえば旧オーステナイト粒径の靭性劣化に対する寄与度は約 3
0

C/ A S 

TM G S No.で、あるのに対し>> M-A組織の寄与度は 16 oC/%M-Aで. M-A 組織の靭性劣化に

対する寄与度は，他の靭性支配因子の寄与度に比べ，圧倒的に大きいことを示している。

(3) 溶接HAZ 靭性劣化部の破壊発生 伝播におよぽすM-A組織の影響およびM-A組織による劣化

の原因について定量的考察を加え， M-A組織の生成による靭性の劣化は M-A組織とフェライト

・マトリックスとの界面で壁開破壊が発生，伝播しやすいためであることを明らかにし，靭性改善の

ためには基本的にはM-A組織の生成量の低減が有効である乙とを実験的に証明している。

以上のごとく本論文は 大入熱溶接HAZ で従来から問題となっていた靭性劣化の原因についてそれ

がM-A組織の影響であることを理論的，定量的に明らかにしたもので，溶接冶金学，溶接施工法に対

する寄与は非常に大である。

よって本論文は学位論文として価値あるものと認める。
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